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１．概要（Summary） 

微生物由来凝集鉱物には、半導体材料としての応用

可能性がある。今回、微生物由来の凝集鉱物の今後の応

用展開を検討するため、硫酸還元菌による凝集鉱物の結

晶性と電気的特性の相関を明らかにすることを目的として

電流電圧特性評価を行った。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

デバイス測定装置 

【実験方法】 

硫酸還元菌を使用して鉱物を抽出した。 

XRD 測定試料は、凝集鉱物をスライドガラス上に塗布

し、真空下・常温で乾燥した。XRD 測定条件は、測定範

囲  20～70 deg、スリット  0.80 mm、サンプリング幅 

0.050 deg、スキャンスピード 3.5 deg/minで行った。 

I-V 測定試料は、薄膜化した PbS試料に In 電極を形

成し、-1 から 1 V の範囲で電圧を印加し、電流を測定し

た。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

 デバイス測定装置による I-V測定結果をFig.1に示す。

pAオーダーの電流が流れることを確認した。さらに、光照

射下で電流の増加が確認され、光伝導が起きている可能

性を示唆する結果となった。XRD測定結果から立方晶系

の PbS 結晶を形成していることが確認されている。また、

この同一試料の透過電子顕微鏡 (TEM) 像からは、今

回形成した PbSが直径 3.9-5.5 nmの粒状微結晶にな

っていることを確認しており、光伝導が起きたのは、

PbS の実際のバンドギャップから粒状微結晶形成に

よる実効バンドギャップの変化によるものである可

能性があると現時点で推測している。今後は光吸収測

定やホトルミネセンス測定を用いて、この考察を検証

する必要がある。 

 

 

Fig. 1 I-V characteristics of cohesion mineral.  
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電流電圧測定にご協力くださいました山田真司氏に感
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